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1-1-1
理念・目的・育成人材像は定められているか

【1‐1‐1】
滋慶学園グループ・福岡デザイン＆テクノロジー専門学校としての理念・目的・育成人材像はしっか
りと定められている。

1-1-2
育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニーズに
適合しているか

【1‐1‐2】
開校以来デザイン＆テクノロジー業界から求められる人材を育成する、産学連携教育を実施。技術
やスキルなどの「実学教育」だけでなく、あいさつや対人スキル、社会人・プロの職業人としての身構
え・気構え・心構え、ホスピタリティを身に付ける「人間教育」、国際的な感性、英語力を養う「国際教
育」を行い業界の求める人材のニーズに適合させている。

1-1-3
理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでいるか

【1‐1‐3】
教育活動の中心を「産学連携教育」と定め、企業プロジェクトを通してコンセプト、クリエイティビティ、
プレゼンテーションを身に付けている。その他、業界特別ゼミ・特別講義や業界と連携した学内外の
イベントも実施している。

1-1-4　社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いている
か

【1‐1‐4】
将来のデザイン＆テクノロジー業界を担うマネジメント人材を育成するために、４年間で、専門知識
だけではなく、マネジメント力・英語力を身に付ける４年制コースを拡充している。また、社会の変化
に応じて、新専攻を立ち上げ、業界のニーズに合わせた人材育成を行っている。

2-2-1
理念に沿った運営方針を定めているか

【2‐2‐1】
すべての運営方針は滋慶学園グループの理念に沿って定めている。

2-3-1
理念等を達成するための事業計画を定めているか

【2‐3‐1】
理念等を達成するために５年後を見据えた毎年の事業計画を定め、この計画に沿って教育・就職・
広報・人事・収支などの運営を行っている。

2-4-1
設置法人は組織運営を適切に行っているか

【2‐4‐1】
本校の運営方針や収支予算・決算などは滋慶学園の理事会において承認を受け適切に運営を行っ
ている。

2-4-2
学校運営のための組織を整備しているか

【2‐4‐2】
事業計画の中で学校運営組織の人員構成・組織図・職務分掌を作り、役職における職責内容や職
務権限を明確にしている。また滋慶学園グループの中期・短期の事業計画に沿って採用を行い、定
期的にJESC（滋慶教育科学研究所）によるFD研修やグループ・学校主催の様々な人材育成のため
の研修を行っている。

2-5-1
人事・給与に関する制度を整備しているか

2‐5‐1】
人事・給与に関しては法人総務部と滋慶サービスで制度を確立しており、人事データバンクシステム
や勤怠管理システムなどを活用しながら働き方改革にも取り組んでいる。

2-6-1
意思決定システムを整備しているか

【2‐6‐1】
意思決定システムはプロセスに応じた会議・決裁者・最終決裁者を設定している。様々な目的により
会議や委員会などを定期的に実施し滋慶学園グループの方針の確認・共有や企画立案、状況報
告、連絡相談の場を設けている。

2-7-1
情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか

【2‐7‐1】
情報のシステム化については、広報では資料請求から入学までを管理する広報システム、教務では
出欠管理システム・就職システムを通して学生の出欠管理やサポートアンケート状況の確認、カウン
セリングの内容などの把握をし、総務・経理では勤怠管理システムや予算管理システムなどを導入
し業務の効率化に努めている。

事業計画書は、学校全体の運営方針を明記している。また、広報・教務・就職と、学校におけるすべての
部署について考えられ、また、すべての部署が同じ方針・考え方を理解し、徹底している。
さらに単年度の計画にとどまらず、5年後を見据えた、中長期的な運営方針もまとめており、グループの
方針に即しつつ、学校としての特徴を生かした計画を立て、実行している。

「教育の質は、実践する教職員の成長により向上する。」という考えのもと、新入職者からマネジメント層
に至るまで、それぞれの職務に必要なマインドの養成とスキルアップを目指している。

<ＪＥＳＣ主催の主な研修内容例>
・新入職研修（広報研修・FDミクロレベル研修）
・FDミクロレベルフォローアップ研修・FDミドルレベル研修
・FDマクロレベル研修・FDセッションコーチ研修
・進路変更アドバイザー研修・キャリアサポートアンケート勉強会
・マネジメント研修・広報力大会・滋慶教育科学学会
・キャリア教育アドバンス研修　　など

<その他研修例>
・人権同和問題企業主研修会・留学生担当職員研修会・認定ＣＰＯアカデミック資格講座・ＬＧＢＴ研修・
講師研修会　等

【情報システム】
◎広報業務システム・・・資料請求～出願までの情報を管理できる
◎出欠管理システム・・・在校生の出欠、成績、カウンセリング内容を管理できる
◎就職システム・・・全国の求人を閲覧できるシステム
◎予算管理システム・・・年度内の予算で運営できるように予算確認から執行までを確認できるシステム
◎勤怠管理システム・・・教職員が健康でいられるように　シフト管理を徹底し、公休日・有給休暇の消
化、残業の調整などを行う
◎人事データバンク・・・人事に関する申請を簡略化するためのシステム
◎Microsoft TEAMS・・・学生とスタッフのコミュニケーションシステム（授業運営）
◎ガルーン・・・スタッフ間のコミュニケーションシステム（滋慶学園Gのメインシステム）
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●常に課題意識をもって見直そうという雰囲気が感じられます。
情報システム化においては積極的な取組で導入されていらっしゃいます。さらに業務・運用面に即した活用や、
業務そのものの流れも見直していくと運営効率が良くなるとも感じています。

●理念に沿った運営方針を定められしっかり運用もなされていると思います。

●学生を取り巻く環境だけでなく先生方の働く場のさらなる改善とモチベーション向上などこれまで以上に力を入
れていただければと思います。

●組織、事業の計画が明文化されていて学生はもちろん保護者も安心して入学することができそうです。

●今の社会ではハラスメントへの課題が見られ、しっかり研修等でのスキルアップを図ってもらいたい。

●5年後を見すらえ中期的な計画のもと運営がなされ。教職員の資質向上への努力がうかがえる。

●ある程度の規模の企業と遜色のない学校運営がされている。
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【2025年5月31日実施】
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●技術と人間性をあわせもった職業人教育を行うという理念によって育てられる人材は、企業からも社会からも
求められているものであり、学内でも徹底されていると認識しています。
専門学校ならではの企業と連携した様々な取組も昨年度はさらに活発になったと感じでおります。

●理念・目的・育成人材像はしっかり定められていると思います。

●昨年は、スポンサーや自治体のような外部組織と協業したプロジェクトでお世話になりました。
引き続き産学官連携でお願いできればと思います。

●全体を通して素晴らしい内容だが、「お客様」ではなく厳しさをもって対応してほしい。入社後にすぐ退職する可
能性がある。社会は厳しいことを教えるのも大事だと思う。

●たくさんのグループ、学科がある中で一貫する理念、コンセプトが立っている事は時代に合わせた対応、選択
をする上でも重要なものかと思います。

●「地域からの信頼」は目に見えないが、様々なところで喜ばれる人材になってほしい。

●社会や業界のニーズを取り入れ、人材育成に役立てている。

●グループとして定められおり、それに基づき学園活動が行われている。

●全般的にニーズに適合されており、常に最先端のスキル習得を目指すコース専攻の検討がされていることは
素晴らしい。

●大小様々な企業や業界のプロ等を積極的に講義・講演等招聘されており素晴らしい。

●素晴らしいコース持ち育成を行うことができるとても素晴らしい環境になっている。
反面、生徒がこの素晴らしい機会の享受を更なる自己成長へと繋げられると良いと思う。

●環境、制度はもちろんですが、先生方の姿勢と取り組みと対し大変感銘を受けます。今後もより積極的な取り
組みを行い、生徒の成長に繋がることを期待しておりますし、私自身評価委員としてより良いサポートができるよ
うに努めさせていただきます。

点検・評価項目 学校関係者評価委員よりの御意見大項目
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学校関係者評価委員氏名　【　　　　　　　　       　　　　　　　　】

点検・評価項目総括 特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）

■滋慶学園グループのミッション
「職業人教育を通じて社会に貢献する」

■滋慶学園グループのヴィジョン
３つの建学の理念を実践し４つの信頼を得ること
【３つの建学の理念】
「実学教育」　「人間教育」　「国際教育」
【４つの信頼】
「学生・保護者からの信頼」「高等学校からの信頼」
「産業界からの信頼」「地域からの信頼」

■学校のコンセプト
テクノロジーで「創造力」を仕事にする学校

■産学連携教育
業界が求める人材を業界と共に育成する産学連携教育。カリキュラムづくりから演習や実習までを業界
のプロフェッショナルとともに行う。企業プロジェクト・企業課題では、企業や施設から要請をいただき、業
界と共にイベント運営や調査など様々な課題に取り組み、まさしく即戦力育成につながっている。

■教育課程編成委員会
本校では教育課程編成委員会を設置し、専攻分野に関する企業・団体との連携を通してアドバイスをい
ただき、授業内容の改善や工夫などを行っている。
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点検・評価項目 学校関係者評価委員よりの御意見大項目

学校関係者評価委員氏名　【　　　　　　　　       　　　　　　　　】

点検・評価項目総括 特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）

3-8-1
理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定めて
いるか

3-8-2
学科毎の修業年限に応じた教育到達レベルを明確にして
いるか

3-9-1
教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか

3-9-2
教育課程について、外部の意見を反映しているか

昨年度は、6月10日と12月19日に教育課程編成委員会を行い、いただいたご意見を次年度に向けて反
映していく位置づけになっている。また、業界企業との情報交換は常に行っており、教育課程に大きく反
映させている。

3-9-3
キャリア教育を実施しているか

【3-9-3】
入学前から卒業までをキャリア形成（入学前）⇒キャリア設計（在学）⇒キャリア開発（卒業）と３つの
フローに分けキャリア教育を実施している。本校で行っている教育は、すべては社会的・職業的自立
を目指し、「キャリア教育」の視点に立ったものになっている。

3-9-4
授業評価を実施しているか

【3-9-4】
年2回、学生に授業アンケートを実施し、授業評価を行いながら学生の授業に対する満足度の把握・
向上に努めている。さらに学科別に講師会を実施しアンケート結果を基に講師と担任が連携を取り、
授業の改善、学生フォローを行っている。

3-10-1
成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用している
か

【3-10-1】
成績評価や進級・卒業認定基準は学則、試験規程等で明確に決められており、それを 学生便覧及
び教育指導要領に記載して、学生、教職員、講師に周知徹底し ている。ＧＰＡ制度（ Grade Point
Average ）も導入している。そして、進級判定会議や卒業判定会議を通して、適切に運営されて い
る。

3-10-2
作品及び技術等の発表における成果を把握しているか

【3-10-2】
滋慶学園の研究機関であるJESCにおける研究や作品の評価を行い、卒業・進級制作展で審査・評
価を行っている。また、各企業プロジェクトでは、業界企業からの評価をいただき、個のスキルアッ
プ・技術研鑽に活かしている。

3-11-1
目標とする資格・免許は、教育課程上で、明確に位置づけ
ているか

【3-11-1】
教育領域において資格・免許取得は必須の業界ではないが、教育課程上や就職において必要な資
格は、学校パンフレット、学生便覧、教育指導要領等に明記し、学生・教職員・講師 に周知してい
る。

【資格・免許取得の指導体制】
コミュニケーション力向上を図る「JESC認定コミュニケーションスキルアップ検定」のほか、ベンダー資格
としてAI技術の基礎知識を問う「Microsoft Azure Fundamentals (AZ-900)」の対策と受験を実施。

3-11-2
資格・免許取得の指導体制はあるか

【3-11-2】
テクノロジー系の専攻（ホワイトハッカー、AIなど）においては、資格習得を目指す授業、集中講義を
実施。その他専攻においても、スキルの習熟度をアピールできる資格を積極的に導入している。

【テクノロジー系導入資格対策講座】
FE対策講座・ネットワーク技術（LPIC対策講座）・CCNA対策講座・CND対策講座・AWS対策講座（2024年
度よりCCT、CEH対策講座）
認定ホワイトハッカー（CEH）については国内2校目となる学生の合格者を2名輩出。

3-12-1
資格・要件を備えた教員を確保しているか

【3-12-1】
授業を教える講師に関して、本校の目指す業界に向けた、業界での経験・知識を重視している。講
師を採用する際は、経歴・技術に加え、人物像・教育に対してのパッションと本校の教育理念に賛同
していただけるかを確認している。

3-12-2
教員の資質向上への取組みを行っているか

3-12-3
教員の組織体制を整備しているか

【キャリア教育】
本校では、職業教育のアプローチとして、3つに時期を捉え、入学後は毎週「キャリアプログラム」を実施
し、早期からキャリア設計に取り組んでいる。また、卒業後のキャリア開発まで学生の育 成・成長にフ
ローで関わり、一人ひとりを大切にした教育を一貫して行っている。

【教育の質の向上】
産学連携教育の質を向上のため、専門性の高い新しい授業を導入したり、そのための非常勤講師の見
直し、講師一人ひとりの負荷を軽減することで、1コマ1コマの授業価値を高めることを実施。また新しい機
材の導入や、最新のソフトウエアなど学習環境の向上にも努め、教育の質向上を行っている。

【産学連携教育】
2024年度の主な企業プロジェクト企業
アマゾンウェブサービスジャパン合同会社、日本Microsoft株式会社、Intel株式会社、株式会社SEGA,
Meta／株式会社理経、福岡eスポーツ協会、株式会社HIKKY 、サンライズ株式会社、株式会社トライコ
ア、株式会社スパイク・チュンソフト、シャボン玉石けん株式会社、SPINNS、JR西日本グループ、株式会
社ポプラ社、株式会社STYLY、株式会社ケーツー、等

【学生の学びの発表の場】
各企業プロジェクトでの発表・プレゼンテーション
JESC奨励賞プレゼンテーション
・金の卵展
・若きクリエーター展／卒業・進級制作展会場：マリンメッセ福岡B館）

滋慶学園グループの掲げる教育理念のもと、JESCが主催する「クリエーティブ教育部会」において産学
連携教育を柱としたカリキュラムの構築、方針・計画を策定し、修業年限内で確実に教育目標を到達でき
るように取り組んでいる。また、常に業界ニーズを把握し、常に教育カリキュラムの改新を実施するほか、
全国の姉妹校と連携し、情報交換や成功事例の水平展開を行いながら、学生の評価システム、カリキュ
ラム、イベント運営、就職・デビューについて、見直しを重ねている。

具体的には、学園全体で掲げる「今日も笑顔で挨拶を」基本としたコミュニケーション力などの「人間教
育」に努め、業界で必要となる実力をつける「実学教育」、多様性社会における広い視野を磨く「国際教
育」など、建学の理念を基に、職業人の育成に務めている。また、産学連携教育・企業プロジェクトを通し
て繰り返し実践的に行われるプレゼンテーションの場は、「コミュニケーション力」を中心としたキャリア教
育の実践となっている。

専攻ごとの教育目標・育成人材像は、各業界が求める人材像をゴールとして課程編成を行っており、講
師や企業の採用担当者、業界関係者と密にヒアリングを行い、改定を行っている。また、学年毎に到達
目標を定めており、教科毎の到達目標はシラバスに明記している。

3
　
教
育
活
動

●教育活動の中にキャリア教育がきちんと取り込まれており、資格の取得なども教育・実務にあわせて推奨され
ていて、学生がわかりやすく学びながら職業人に必要なスキルをみにつけていけるようになっています。
授業にも担当の先生方が同席して、学生の反応含め授業内容が最適なものかどうかも確認されていて、非常に
良いと思います。

●例えば在校中に漫画連載デビューが決まった漫画家さんには、産学連携をより速やかに進めるために、課題
の調整などのプログラムがあると良いと思いました。

●地域密着型eスポーツ大会の運営にかかわっていただき素晴らしいものになりました。特に今回は福岡市、福
津市、熊本県山鹿市、宮崎県小林市の4都市が地域活性化の文脈で連携した大会になりました。学生の皆さん
には大会のテクニカルな運営だけでなく企画面でもかかわっていただければと思います。

●便覧のディプロマを配布するだけでなく常に確認しているか？（毎週）
モラトリアムの子に対しては？
学生の理解度はどうか？
講師のスキルアップを学生からは見えているか？

●若きクリエーター展、金の卵展を拝見すると、学生たちが運営に携わる事により自分たちの活動の成果や現
状について直に触れ、意識を高める上で役立っていると感じます。

●これから専門的スキルを身につけ、生かしていくためには、これまでのキャリア教育をさらに広げる必要があり
期待したい。

●きめ細やかな教育活動が展開され、一人一人を大切にした教育が実践されている。

●業界をリードする企業と様々な連携が行われており、単なる連携だけでなく教育機関と企業・実社会との
ギャップを埋める良い機会ともなっていて素晴らしい取り組みが多い。

●毎年、教育活動の進化をされようと取り組まれていることが外部にも見えています。今後も専門学校業界を
リードしていただきたいです。
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【3-8-1/3‐8‐2】
滋慶学園グループのミッション「職業人教育を通じて社会に貢献する」と、
建学の理念（実学教育／人間教育／国際教育）を基礎とし、「業界と共に業界が求める人材を育成
する」ことを実施するため、『産学連携教育』を実践している。また、ディプロマポリシー（卒業認定等
の方針）に到達するため、カリキュラムポリシー・アドミッションポリシーを設定し、学科毎の修業年限
に応じた教育到達レベルを明確にしている。

【3-9-1/3-9-2】
業界とともに行う独自の「産学連携教育システム」では、カリキュラム・シラバス構築から業界・企業と
連携し、即戦力となる人材を育成することを目標として取り組んでいる。また年2回実施される教育課
程編成委員会でいただいた意見を反映している。

【3-12-2/3-12-3】
教職員の資質向上の取り組みとして、ＪＥＳＣ（滋慶教育科学研究所）主催のＦＤ（ファカルティディベ
ロップメント）研修やカウンセリング研修を行っている。学校長・副校長の監督のもと、教務部長を中
心に学科長、主任及び各専攻一人以上の責任者を配置している。

業界の進化に伴い、新しい教育の必要性から、新規講師の採用に努めている。また、講師一人当たりの
コマ数を調整し、各授業ごとの密度や価値を向上する取り組みを実施。また講師会などにおいても、学園
の考え方、昨今の学生の学びを意識した指導方法などの導入を図れるよう、各分野ごとに連携し、向上
している。

福岡という地域的障壁のため、高度でより専門性の高い知識・技術が必要とされる授業を担う講師の獲
得は非常に難しく、困難ではある。そのため、東京からのオンライン授業などで対応しているが、今後は、
対面で同等の授業ができる講師を獲得する必要がある。そのために、地元企業との連携や、講師の学
びによる講師の育成など、新しい取り組みを積極的に行う必要がある。

IT分野のプロジェクト単位での人材紹介会社などとも深く連携し、多くの講師を新たに採用できたため、引
き続き、外部企業の協力も得て、授業の質・講師の質を担保していきたい。

全体の3分の1の講師は、新任の講師と契約し、新しい教育への挑戦を常に進めている。

講師の教育に質向上のために、年間数回の「講師会」を開催。本校の教育の考え方を共有すると同時
に、新年度に向けたシラバスの見直しなどを実施している。新任講師については、新任講師のみを集め
た新任講師研修会を姉妹校合同で開催し、教育のコンセプトを理解いただく機会を設けている。
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4-13-1
就職率の向上が図られているか

【4‐13₋1】
就職率（就職希望者）100％を学修成果の最終目標に学校運営を行っており、4月末現在の内定率は
84.8％（昨年同月：85.9％）。昨年よりも対象者が40名ほど増えたが、結果としては昨年より減少してしまっ
た。
就職希望の未内定者については、5月末全員就職を目標として、就職活動のサポートを継続中。
昨年に引き続き、就職対象者率を向上することに注力したが、対象率は昨年と同率となった。今年は、卒
業優先となった学生が昨年より微増した。一般職での内定実績が増えたため、IT分野を除く専門職就職率
は減少した。ますます就職活動が早期化している流れに合わせ、学内就職イベントのスケジュールの前倒
しを図ったが、意識付け出来た学生とそうでない学生と差異が出ていることを感じる。未内定者の要因とし
て、作品力不足による書類選考不合格や、自己分析・企業研究不足による選考面接の不合格などが見受
けられるため、入学直後からの就職活動への意識付けが必須だと思われる。
また、業界の動向、職種・業種の将来的な観測も必須であり、多様化する学生の窓口を広げるためにも、
企業との更なる情報交換、企業開拓が必要だと思う。

〈就職実績〉
2024年度
卒業生数248名　就職希望者210名　就職決定者178名　（4月末）
就職対象者84.7％(昨年：84.7%)　就職率84.8％
専門職就職率48.8％(昨年57.9%)

〈主な就職サポート〉
①合同企業説明会 （春：6月18日、19日、20日　秋：10月2日、3日、4日）
②就職スタートアップセミナー（26卒：4月30日）
③身だしなみ講座＆履歴書写真撮影会（7月19日）
④模擬面接会（12月10日）
⑤単独企業説明会・学内選考会・作品審査会（随時）
⑥インターンシップ（随時）
⑦就職個別面談（随時）

4-14-1
資格・免許の取得率の向上が図られているか

【4‐14₋１】
クリエーティブ業界は、資格・免許・検定の有無が就職に影響が出る業界ではないが、資格の取得が就職
やスキル向上に直結するIT系専攻の学生数も増加。目指す業界に応じ、就職対策としての資格取得に柔
軟に取り組んでいく。

〈資格取得率〉
■以下IT系専攻実績
・ICTﾌﾟﾛﾌｨｼｴﾝｼｰ検定試験（P検定）５級・・・100%(19名/19名)AI/WH/IT(24年度生)
・基本情報技術者試験・・・5％(1名/19名)AI/WH/IT(24年度生)
・LPIC-1・・・2％(1名/45名)AI/WH（23年度生）
・G検定・・・35％(6名/17名)AI（23年度生）
・CCT・・・0％(0名/11名）WH（22年度生）
・CEH・・・40％(2名/5名）WH（21年度生）
■以下、学校全体実施資格
・ITリテラシー理解度テスト　在籍者全員合格(100％)まで実施
・Microsoft Azure AI-900・・・37.06％(53名/143名全専攻1年対象)

4-15-1
卒業生の社会的評価を把握しているか

【4‐15‐１】
企業ヒアリング、担当教員・講師より、卒業生の活躍の情報収集を行っている。
コロナ禍以来、同窓会が開催できていないこと、また情報収集が分野によって偏りがあることは卒後の情
報網の構築が急がれる。
デビュー活動を継続している卒業生には、出張編集部等を案内し、担当付やデビューに向けた機会を設け
ている。

（2024年度卒業生デビュー実績）
出張編集部からの卒業生担当付：4名・5編集部
卒業生デビュー実績：2名

5-16-1
就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか

【5-16-1】
就職専門部署のキャリアセンターを設置し、担任と連携をとりながら就職の相談、求人の紹介、合同企業
説明会の実施、面接指導などの支援をしている。また、学内において就職活動への意識を高めるために就
職セミナーや就職出陣式、業界特別講義などを行ってる。また、今年度より、HPの就職窓口を一元化し、
企業からの情報収集の効率化を図っている。専門学生の求人情報に特化した「Carrermap」も導入し、幅広
い求人情報を学生が検索できるようにした。

【就職等進路】
企業を招聘する「合同作品審査会＆企業説明会」「単独企業説明会」を基本的に対面で実施。機会損失になら
ないよう、オンラインも併用し、「合同作品審査会＆企業説明会」（87社）、「単独企業説明会」を（86社）開催。
今後は、学生が増えてきたCG・映像分野における就職サポートを充実させるため、新たな企業誘致が必要であ
る。また、インターンシップに全員参加させるために新たな指導体制も必要。

5-17-1
退学率の低減が図られているか

【5-17-1】
昨年と比べ、退学者は減少、退学率も減少している。
退学理由としては、精神疾患を要因とする者が近年増加している。合理的配慮の締結などを図っている
が、継続的な通学が難しい学生が多い。また、学費問題、目的意識欠如、専門知識の習得の困難と考えら
れる。引き続きチーム支援を行いながら、入学前よりそれぞれの問題に対応できる体制をいく。

全在籍者数837名　退学者36名　退学率4.3%
(2023年度　57名/6.5％、2022年度 45名/829名5.4％、2021年度 35名/754名4.6％)
●毎月分野ごとに「学生支援MTG｝を実施し、学生が直面している困難について、一人ひとり細やかなサポート
を計画している。また、学内の研修会を年度内に3回実施。またSSCを加えた「学生サポート事例検討会」を11月
に実施。
今年度は、学生サポート年間計画をもとに、さらに学生満足度の向上を目指して、学生面談の回数を増やすな
ど、より充実した学生対応を行う。

5-18-1
学生相談に関する体制を整備しているか

【5-18-1】
本校は担任制を敷いており、各専攻で学生だけでなく、保護者からの相談にも迅速に対応できる体制を
取っている。また、学生相談窓口である滋慶ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ（JTSC）を設置し、専属のカウンセラーが学
生の悩みや相談の対応をする体制も整えている。留学生に対しては、担当を設け、在籍管理や生活指導
を行っている。

5-18-2
留学生に対する相談体制を整備しているか

【5-18-2】
滋慶国際交流COMを中心に留学生の修学状況の把握やビザなどの手続きから自国の家族へのフォロー
まで様々な生活面のサポートを行っている。学内に留学生対応の担当スタッフも配置。担任と協力して、留
学生の指導・支援を行っている。

5-19-1
学生の経済的側面に対する支援体制を整備しているか

【5-19-1】
日本学生支援機構の奨学金の他、学費分納や延納などの体制を整備している。学内に学費担当者と奨学
金担当者を配置し、担任との連携を図り学費で修学をあきらめることのないようにサポーしている。

【経済支援】
日本学生支援機構の奨学金のみならず、母子父子寡婦福祉資金貸付金制度など政府が行う奨学金や、各地
方が行う奨学金（北九州市、田川市など）、民間企業の教育ローンなど、様々な学費支援について紹介してい
る。また延納・分納については、家計収入の条件などは設置せず、希望者に対応している。

5-19-2
学生の健康管理を行う体制を整備しているか

【5-19-2】
慶生会クリニックと連携し、健康診断を行っている。歯科・内科の受診などを奨励し、学生の健康管理サ
ポートは整備されている。健康診断においての課題は2年次以上の受診率と再検査の受診率の向上を図
ることである。
精神面のサポートは、JTSCが運営するSSCにてカウンセラーが対応している。

【健康管理】
慶生会クリニックは、学生であれば診療料は、学生の健康管理費から負担されるため、何度でも安心して受診
することができる。
また、専属のカウンセラーであるSSCの利用に際しては、最初は担任が一緒に行くなど、安心して利用できるよ
うメンタルケアに努めている。

5-19-3
学生寮の設置など生活環境支援体制を整備しているか

【5-19-3】
関連企業のジケイスペース㈱が専用寮（スチュデントハイム、アソシエイト）5棟を運営。家具家電を完備、
セキュリティ強化も図り安心・安全な学生生活をサポートしている。

【生活環境支援】
学生寮は安心安全面では一番の選択価値のある生活サポートとなる。また、生活安全講習(悪徳商法・自転車
ルール・性犯罪・薬物など)を定期的に行い、意識向上を図っている。

5-19-4
課外活動に対する支援体制を整備しているか

【5-19-4】
ダンスやゲームなどクラブ活動があり、支援している。近隣姉妹校と合同で運営する課外活動もあり、学生
の学園生活向上に寄与している。また近隣の清掃、地元のイベントへの参加など、地域貢献活動・ボラン
ティアへの支援も行っている。

【課外活動】
今年度は、e-sportsの同好会や学友会活動なども実施している。また学生による外部のイベント（ハッカソンな
ど）への参加も啓蒙し、優勝するなどの成果も生まれている、

5-20-1
保護者との連携体制を構築しているか

【5-20-1】
新入生には、全員の保護者に連絡を取り、対面または電話などにて個別面談を実施。学校生活の状況や
就職活動の支援方法について伝え、家庭との連携を深めている。面談記録は、担任が記録をとっており、
必要に応じて保護者に連絡、連携をとっている。緊急連絡先は、学籍簿に記載され連絡体制を整えてい
る。

【保護者との連携】
担任を中心に、個別に保護者との連携を行う環境を作っている。
また、9月に新入生保護者を開催し、5割程度の保護者ご参加いただいた。今年度は5月6日に開催したが、6割
以上の保護者、250名以上の参加をいただき、より太いパイプを保護者と繋ぐことが出来ている。

5-21-1
卒業生への支援体制を整備しているか

【5-21-1】
卒業後の再就職支援は常時行っている。同窓会はコロナ禍以降、実施できてないため、今年度は対面で
の同窓会開催を検討する。

5-21-2
産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・実施に
取組んでいるか

【5-21-2】
卒業生に対しての再教育プログラムについては、同窓会組織などを活用した学びなどを検討できるが、実
施が難しいのが現状。異業種交流などの機会を作り、卒業後のスキルアップのための卒業生との交流など
の試みを検討していきたい。

5-21-3
社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか

【5-21-3】
リカレント教育制度の導入について検討中。教室や講師など外的要因から、実施が難しいのが現状。
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●数値的には前年比で減少してしまっていますが、対象者数が増えていて、かつ世の中の変化や学生たちの希
望も多様化してきていて、指導が難しい環境になってきていると感じています。
その中でも学生の意思にそった内定を増やしている事は評価できると思います。

●就職・就業のありかたが多様化していますので、様々な働き方のアドバイス・コンサルティングができるとより
良いと思います。

●eスポーツに関しては直接的な就職が難しいと思います。
幅広いキャリア形成のためにカリキュラムの進化が必要かと思います。

●漫画家のデビューという点でいうと、どうしても時間のかかる分野であり在学中のデビューは困難な部分が大
きいです。卒業後も含めた実績も意識して継続的なサポートが必要になるかと思います。

●基本情報技術者試験合格が1名は少ない。

●就職率ならびに資格取得率がやや低いと思われる。学生との関係性を高めてほしい。

●就職実績、資格取得の向上が急務であり、今後に期待している。

●近年認定資格も多くなっていますので積極的な取得支援を敷いていただければ。また、資格の内容もです
が、企業目線で多くの資格を学生時代に取得した方は「継続的な努力」ができる学生と印象を持ちます。
クリエイティブ関連は企業と連携し独自の評価指針があると良いかもしれません。

●中期間（2週間から1ヶ月）のインターンシップは企業の本当の意味での風土や雰囲気・環境を知ることができ
ます。また、採用に積極的な企業であれば、優秀な学生は採用したいと考えています。企業採用担当者とのコ
ミュニケーションのきっかけにもなりますのでぜひ活用をお願いします。（学生の意思も重要かと思いますが）
特にOBがいる企業であれば企業側も安心します。

●卒業生の情報収集は大変だと思いますが、その情報が毎年定量化されると素晴らしい成果となるかと思いま
す。また、卒業後の活躍の可視化ができると在校生のモチベーションや入学候補生の期待にも繋がるかと思い
ますので今後の取り組みに期待しています。
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●個別指導から学校全体の取組まで、様々な学生支援活動をなされている事は評価した上で、さらなる向上を
期待しております。教員だけでは限界があると思いますので、ぜひ講師を企業との連携だけでなく、学生支援の
ためにも活用頂き、業界の話や仕事の話などをする中で、社会人・職業人になるための不安解消ができ、より学
びを深めていきたいと学生が思えるようになれば、福岡テックの評価がさらに上がっていくと思っております。

●手厚い支援体制が整っていると感じました。

●我々委員のような外部人材が学生の相談に乗る制度を作ってもいいのではないでしょうか？

●漫画は自分と向き合う時間が長く、また世間にさらされる範囲が大きくなる一方である昨今において、精神疾
患のリスクがかなり高い分野なのかなと思われます。特に、入学前に漫画を描いたことがなく授業で初めて漫画
を描く生徒さんには労力の大きさと評価の難しさのつり合わなさにショックを受けることが多いと思います。日頃
のケアはもちろんですが、漫画を描くハードルが高い学生に向けての制度（転部、休学、就職志望への切り替え
等）を利用しやすくする周知が必要かなと思います。

●退学者、退学率は減少している。良い傾向である。学生主体で支援をお願いしたい。

●卒業生側から連絡はないと思いますが、できる限りのサポートをされていると感じる。

●コストや設備環境も踏まえると実施が難しいことは理解できます。
卒業生との交流などは様々な効果があると思いますのでせひ取り組んでいただきたい。

●インターンシップが　社会人教育の一部にもなるかと思いますので、ぜひご検討ください。
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【学生相談】
担任以外でも、話しやすい教職員が対応を変わるなどサポートの拡充を図っている。また、障害や学生の特性
について相談がある場合、入学前であっても広報と教務が連携を取って、相談できる環境を整えている。入学
前より希望する保護者と面談を積極的に行い、学生・保護者より合理的配慮の希望があれば、JTSCとも連携を
取り、スムーズに締結できるフローを確立している。
【留学生対応】
学校担当が入学前と入学後の事務的な手続きの相談を中心に行い、マインド面でのサポートは担任になってい
る。また、滋慶国際交流COM、滋慶トータルサポートセンター、姉妹校とも連携し、スケールメリットを活かしたサ
ポート体制も構築されている。

卒業生に向けた取り組みが課題となっている。卒業後の関係構築を一から行うことやシステム構築などが必要
となる。

一方で、卒業生が講師として戻って来てくれているのが多くなっており、卒業生が教育の開発や産学連携の取り
組みに参加し、意見交換などを行っている。

社会人向けリカレント教育については、現状の教室環境を鑑み、検討にとどまる。のが現状。
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6-22-1
教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等を
整備しているか

【6-22-1】
施設、設備は、業界の実情に合わせたものと、最新の機材を取り入れて、授業使用において学生に
充分に用意されており、不足があれば毎年の設備計画の中で充足が計られている。また、設備点検
や補修なども、サポート企業と密接に提携した上で、毎年必要に応じた整備がなされており、そのた
めの予算の確保も長期的な計画をたてて問題なく運営されている。

【施設・設備等】
学内に500台以上のPCを設置し、各業界・分野で必要なソフトウエアも常に最新となっている。一部老朽
化していた教室や共有部分についても、改修・修繕を行い、より過ごしやすい学校環境を整備している。
なお、学内サポート企業のVISTA ARTSがハード・ソフト・インフラの整備を担当し、トラブルや故障の対応
も迅速に取り組んでいる。
また、クリエーターに必要なAdobe製品については、今年度より安価なアカデミア価格で自分のPCにもイ
ンストールできるようになり、学内外での環境整備も整えている。

6-23-1
学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制を整
備しているか

【6-23-1】
学外実習、業界研修先とは綿密な連携をとり実施体制を整えている。海外実学研修は11月にe-
sports分野が米国　ロサンゼルス・ラスベガス、12月にはその他のITクリエーティブ分野が、サンフラ
ンシスコ。ロサンゼルスに渡航。各分野の企業や提携校でのワークなどを体験した。
その他、海外企業がLIVEでオンライン授業を実施する、フューチャーテックプログラムなど、国際教
育にも注力している。
就職インターンシップは、IT分野において活発化しており、企業と連携して実施している。

【学外学習、インターンシップ等】
インターンシップは単なる学習効果だけではなく、社会人としての意識の向上につながっている。昨今
は、就職活動に直結した短期インターンシップが増加しており、学校からの紹介も増加。ITにおいては、
企業が学校に来て実技のインターンシップを開催するなど、学校からの支援も注力している。また、オン
ラインや短期間での実施など、多様化が加速し、学生も低学年時から気軽に参加できる機会が増えてい
る。

6-24-1
防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか

【6-24-1】
防災計画を策定し、それに基づいて防火管理者を始めとして防災組織体制を構築している。また、
年2回の避難誘導訓練を実施すると共に、ゲリラ豪 雨や竜巻、地震など異常気象に備えて、学生の
危機意識の確立を図って安全確保に努めている。ただし、天災は日頃からの備えと、全員での認識
が重要な為、危機管理マニュアルの更新、スタッフへの共有などを急務で進めていきたい。

6-24-2
学内における安全管理体制を整備し、適切に運用している
か

【6-24-2】
ガードマンが常駐し、人による館内警備と、各所防犯カメラの設置を行っている。また、福岡県警察
や行政、消費生活センターなどの専門機関と連携をして、自転車安全講習、薬物乱用防止講習、悪
徳商法被害防止講 習、女性犯罪被害防止講習など様々な安全講習を実施している。

7-25-1
高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取組ん
でいるか

【7-25-1】
ガイダンスで職業理解や模擬授業、学校説明を行っている。職業観・勤労観を進路選びするまでに
育めるよう高校１年生向けのガイダンスにも積極的に参加。高校訪問では在校生状況や就職内定
情報を伝えている。HPでは建学の理念やカリキュラム、シラバスなど情報公開している。SNSでは在
校生や卒業生インタビューを公開し、リアルな学生の声を届けている。

7-25-2
学生募集を適切かつ効果的に行っているか

【7‐25‐2】
オープンキャンパス（体験入学）にてお仕事体験を実施し、ひとりひとりの目的・目標を明確にできる
ように自己発見のサポートを行っている。遠方で来校が難しい方のために出張学校説明会も開催。

7-26-1
入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか

【7‐26‐1】
入学募集要項に入学選考基準を明確化しており、適切に運用している。入学選考は、作文と面接で
将来の仕事や目標などを明確にできているか等、目的意識の確認を行っている。

7-26-2
入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用してい
るか

【7‐26‐2】
入学選考での目的意識を入学前に担任が把握し、クラス運営の中に活かしている。

7-27-1
経費内容に対応し、学納金を算定しているか

【7‐27‐1】
授業や実習内容、その他の経費に対応した学納金になっている。
学費サポートを希望する学生が多数いるため、入学前よりサポート内容の伝達、説明を丁寧に行っ
ている。オープンキャンパス時の保護者会内では、学費の詳細、学費サポート、分割・延納制度につ
いてしっかりとお伝えしている。

7-27-2
入学辞退者に対し、授業料等について、適正な取扱を行っ
ているか

【7‐27‐2】
入学辞退者の授業料等については、３月３１日までに入学辞退の申し出があった場合は、入学金を
除き学費等を全て返還している。しかし、４月１日 以降は、最高裁の判例に基づき、海外研修積立
金などの預り金以外は、返金できない。また、このことは、学生募集要項に於いて、「学費一覧」ペー
ジと 「学費納入スケジュール」ページの２か所に明記している。

●機材やネットワークだけでなく教室や内装など含めて、快適に学べる環境をきちんと提供されています。
学外でのカンファレンスやイベントへ引率して参加させる活動も活発であり、大変評価出来ます。

●インターンシップは、漫画制作については東京に企業が集中していることもあり、オンラインでのインターンシッ
プが可能かの働きかけなどを行ってもよいかと思います。（既に行っているかもしれませんが…）

●　【施設・設備等】
本校のパソコン性能および導入ソフトウェアは制作活動に十分な水準にあり、機材・システム面のサポートも柔
軟かつ迅速で、学習に支障はありませんでした。
参考書や資料も充実しており、自己学習にも大いに役立ちました。

授業で講師用PCの画面が前方の大型モニターに映し出されますが、後方席からは細部が見えにくいことがあり
ます。教室内各席のモニターにも同時表示できるデュアルディスプレイ環境を導入していただければ、デモンスト
レーションの理解が一層容易になるとともに、制作時の資料閲覧にも活用できると考えます。ご検討いただけれ
ば幸いです。

●海外に行く甲斐がどれくらいあるのか？
海外に行く学生の質は？

●設備や環境については来るたびに圧倒されます。海外での実習、研修は以前より実現は難しいのかなと想像
しますが、国際教育の理念に則って実施できていると思われます。

●充実した環境と思われる。

●定期的に施設も整備され教育環境も整っている。

●産学連携での取り組みは素晴らしいので、今後は中期間のインターンシップについて、就職内定率UPや、企
業の早期離職率低下踏まえて活用されても良いかと思います。
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●高校を訪問しての募集増は非常に評価出来ます。
ネット広告があふれて、効果も薄れていく中で、対面の効果は非常に大きくなっていて、取組の成果が88人増と
なった事も理解出来ます。入学者と退学者、内定者の数値を意識しながら、さらなる対面重視の活動を続けてく
ださい。

●しっかり取り組まれていると思いました。

●効果的かつ積極的に取り組まれている。

●以前も指摘させていただきましたがYoutubeの動画をもう少し訴求力の高いものしたほうがいいのではないで
しょうか？
ふざけすぎるのは良くないですがインプレッションを獲得できるものにしてもいいと思います。

●この少子化の世の中、入学者をこれだけ増やしている点は素晴らしいの一言です。
この学生さん達が良き実績を上げ、近い将来さらに志望者を増加させる事を期待しております。

●2025年度は定員充足されているので引き続き教育の充実を図り、定員確保に努めていただきたい。
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＜入学選考の種類＞
〇総合型選抜（AO入学）
〇高等学校推薦
〇指定校推薦
〇一般入試（専願・併願）
〇社会人入試

＜入学者選抜における配慮＞
・願書の記載事項、面接での質問等を適正に行うための研修
・障害のある受験者、LGBT等に配慮した選考

【防災・安全管理】
防災訓練は学内で行うだけでなく、福岡市と連携し近隣のコンベンションセンターでの実施や、警察・消
防等の関係機関からの特別講習も行い、行動のみならず、心構えの面でも多くの対策を実施している。
今年度については、FSM校とも同日に開催し、より迅速に非難が完了できるよう訓練を実施する予定をし
ている。
また地震等の災害の際に学生の安否を確認するシステムがあり、万一の災害に備えている。
他に、学校には災害時に備えて、備蓄として保温具・飲料水・食糧等のサバイバルセットを保管してい
る。

＜入学者＞
2024年度 220名 　定員充足率78.5%
（専門課程 4年制113名、3年制107名）
2025年度 301名 　定員充足率107.5%
（専門課程 4年制198名、3年制103名）

早期広報を基本的な広報戦略とし、定員充足のため教育内容や就職実績等、学校の強みをガイダン
ス、オープンキャンパス、HP、SNS等で伝えていく。
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8-28-1
学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定している
か

【8-28-１】
毎年５ヵ年の事業計画を作成し、中長期の視点で5ヵ年の収支予算を立てており、財務基盤は安定し
ている。

8-28-2
学校及び法人運営に係る主要な財務数値に関する財務分
析を行っているか

【8-28-2】
５カ年計画及び単年度事業計画に基づいて、滋慶学園本部、法人本部、 学校がそれぞれの立場か
ら財務分析を行っている。

8-29-1
教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を策定
しているか

【8-29-１】
５ヵ年の予算は、中長期を見越した新専攻を構想、施設・設備構想、人員構想等を考慮して支出を
計画し、将来の学生数等を鑑みながら収入を予測し、 収支計画を作成する。

8-29-2
予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか

【8-29-2】
予算の執行管理は計画的に行っている。4期に分け見直しを行っており、予算と執行金額との乖離
がある場合は修正予算を組む。

8-30-1
私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実施し
ているか

【8-30-1】
学園本部と法人本部の二重チェックの体制となっており、学校の財務体制 をしっかりと管理し、健全
な学校運営ができている。
また収入と支出のバランスは、理事会で毎年確認されている。さらに、監査は私立学校法上義務付
けられている監事監査のほか、公認会計士による監査も受けている。

8-31-1
私立学校法に基づく財務公開体制を整備し、適切に運用し
ているか

【8-31-1】
私立学校法に基づいて、ホームページで財務情報を公開している。現在は、令和5年度財務情報を
記載しているが、決算理事会終了後の７月中旬を目途に、令和6年度財務情報に更新予定。

9-32-1
法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を
行っているか

【9-32-１】
法令遵守については、滋慶学園グループ全体の方針として掲げ、各校の教職員全員でその方針を
理解し、実行に努めている。法人理事会のもとに、コンプライアンス委員会で学校運営が適切かどう
かを判断し、また学校運営が適切かどうかは各組織体制でチェックできるようにしている。

9-33-1
学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施してい
るか

【9-33-1】
学校が保有する個人情報（資料請求者、在校生、卒業生、教職員、講師、実習先など）は個人情報
保護法に基づいて、厳格に管理・保護されている。

9-34-1
自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか

【9-34-1】
自己評価は毎年中間評価と年度末の自己評価を実施する体制を整備し、評価を行っている。

9-34-2
自己評価結果を公表しているか

【9-34-2】
自己評価結果は毎年ホームページにて公表している。

9-34-3
学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行っているか

【9-34-3】
年に1回学校関係者評価委員会を開催し、評価・ご意見をいただいている。

9-34-4
学校関係者評価結果を公表しているか

【9-34-4】
学校関係者評価結果は毎年ホームページにて公表している。
（本校HP情報公開　学校関係者評価委員会）

9-35-1
教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか

【9-35-1】
教育に関する情報公開はホームページやパンフレット、SNSや学校新聞などに随時掲載している。

10-36-1
学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行ってい
るか

【10-36-１】
IT系職業の社会的な必要性により、高等学校よりITリテラシー出張授業を実施してほしいとの依頼
が増えている。また、高校生e-sports大会（ステージ０)の予選会場などでも、設備、在校生を活用し
て頂いている。
また、2025年2月にグループ校合同で職業体験フェスタを開催し、地域のキャリア教育醸成に貢献で
きている。

秋のステージはかた2024専門学校ブース「ホワイトハッカー診断チェックアプリ」にホワイトハッカー専攻
が出展。また、博多旧市街ライトアップウォーク2024千年煌夜専門学校ブース「AI運勢占いアプリ」にAIエ
ンジニア専攻が出展する等様々な地域イベントに参加。また卒業進級制作展では、「職業体験セミナー」
を同時開催し、地域の小中学生の職業観醸成のためのイベントも開催し、一般の方にも多くご来場いた
だいた。

10-36-2
国際交流に取組んでいるか

【10-36-2】
e-sports分野が202４年11月、その他が2024年12月に実施（渡航先：アメリカ、参加11名）。その他、
海外企業がLIVEでオンライン授業を実施する、フューチャーテックプログラムなど、国際教育にも注
力している。

フィーチャーテクノロジープログラム(９月～１２月)では、リアルタイムにLAにいる、トップクリエーターとつ
ないで、ワークショップ形式に行った。
また、名誉学校長であり、米国WhiteMoon DreamsのCEO　JAY氏の特別講義、海外名誉教育顧問でディ
ズニーのCGクリエーター　マット鈴木氏の特別講義などを開催。また、昨年は、e-sports分野とその他の
クリエーティブ・IT分野に分かれて、アメリカ西海岸の海外実学研修も実施。

10-37-1
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を
行っているか

【10-37-1】
学内での活動を中心に「がくちかプロジェクト」という学生主体の団体が活動。近隣の清掃活動といっ
たボランティアや、学生企画運営のイベント活動などを、学校も支援している。

学校から、ボランティアに参加を促すのではなく、学生の発案によるボランティアを運営の支援を積極的
に行っている。学校周辺の清掃活動やハッカソンの開催などを行っている。
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●適切に法令遵守がなされていると思います。

●インターシップのNDAを学校が主導すべきと考えます。

●学園全体で確率されている為、特に問題ないと思います。

●法令遵守の徹底がなされていると感じました。

●様々なリスクを踏まえながら適切な体制とシステムで運営されていると思います。

4

●社会活動への参加を積極的に促していると感じています。

●しっかり取り組まれていると思いました。

●社会貢献の活動は素晴らしい。こういう活動はもっと機動力を高めた広報戦略で幅広く展開したほうがいいと
思います。

●「がくちか」の為のボランティアでは足りないと思います。

●様々なイベント等への参加、ありがたく思います。ボランティア増加に期待します。

●今後も社会貢献にも力を注いでいただきたい。

●業界支援を含め資源活用が行われていると思います。

4

●財務諸表を拝見しましたが、流動負債を現預金が上回っており、キャッシュフローは非常に健全だと思いまし
た。

●学園全体で確率されている為、特に問題ないと思います。

●財務基盤も安定しており、ますますの発展が期待できると感じました。

●健全な財務体制で運営されています。

4

4

4

4

＜法令順守に係る組織体制・システム＞
◎組織体制
①財務情報公開体制（学校法人）
②個人情報管理体制（滋慶学園グループ）
③広告倫理委員会（滋慶学園グループ）
④進路変更委員会（滋慶学園グループ）
　
◎システム（管理システム）
①個人情報管理システム（滋慶学園グループ）
②建物安全管理システム（滋慶学園グループ）
③防災管理システム（滋慶学園グループ）
④部品購入棚卸システム（滋慶学園グループ
⑤コンピュータ管理システム(COMグループ）

学内にコンプライアンス委員会を設置し、厳格なコンプライアンスの遵守に努めている。委員長は、統括
責任者である法人の常務理事が就任し、委員は学校の現場責任者である事務局長と実務責任者の教
務部長で構成される。

主な任務は、行動規範・コンプライアンス規程の作成、コンプライアンスに関 する教育・研修の実施、コン
プライアンス抵触事案への対応及び再発防止対 策の検討・実施、コンプライアンスの周知徹底のための
啓発活動の推進であ る。

監事による毎年の監査に際して、業務監査の対象としてコンプライアンスの 実施状況についても監査し
てもらっている

当法人の財務情報公開に関しては、下記の通りとなっている。

＜組織体制＞
　１．法人統括責任者
　２．学校統括責任者
　３．学校事務担当者

＜公開資料＞
　１．財産目録
　２．貸借対照表
　３．収支計算書
　４．事業報告書
　５．監査報告書

＜閲覧場所＞
　法人本部
　本校ホームページで財務・経営情報を公開
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